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水
産
庁
は
、
令
和
５
年
度

水
産
予
算
概
算
要
求
の
概
要

を
公
表
し
た
。

水
産
関
係
予
算
は
、
持
続

性
の
あ
る
水
産
業
の
成
長
産

業
化
と
漁
村
の
活
性
化
の
実

現
の
た
め
に
必
要
な
額
を
取

り
ま
と
め
た
も
の
。

こ
の
う
ち
、
水
産
基
盤
整

備
事
業
は
８
６
０
億
４０
百
万

円
、
対
前
年
度
当
初
予
算
額

比
１８
・
４
％
増
、
漁
港
海
岸

事
業
は
４２
億
５１
百
万
円
、
１６

・
５
％
増
、
災
害
復
旧
事
業

は
１１
億
５４
百
万
円
、
前
年
度

と
同
額
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
農
山
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
、
復
興
庁
に

よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
復
興
対
策
も
併
せ
て
水
産

基
盤
、
海
岸
の
整
備
が
実
施

さ
れ
る
。

ま
た
、
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
」
に
係
る
経

費
、
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

関
連
政
策
大
綱
」
を
踏
ま
え

た
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る

経
費
及
び
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
た
対
応
に
係
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
予
算
編

成
過
程
で
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

（
水
産
関
係
概
算
要
求
）

水
産
関
係
予
算
は
、
次
の

５
題
が
主
要
事
項
で
あ
る
。

一
、
海
洋
環
境
の
変
化
も
踏

ま
え
た
水
産
資
源
管
理
の
着

実
な
実
施

二
、
増
大
す
る
リ
ス
ク
も
踏

ま
え
た
水
産
業
の
成
長
産
業

化
の
実
現

三
、
地
域
を
支
え
る
漁
村
の

活
性
化
の
推
進

四
、
水
産
基
盤
の
整
備
、
漁

港
機
能
の
再
編
・
集
約
化
と

強
靱
化
の
推
進

五
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
・

生
業
（
な
り
わ
い
）
の
再
生

水
産
基
盤
整
備
事
業
（
公

共
）
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

（
令
和
４
年
度
～
令
和
８
年
度
、

令
和
４
年
３
月
閣
議
決
定
）

に
基
づ
き
、
次
の
三
つ
の
対

策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

一
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
拠
点
機
能
強
化
対

策・
水
産
物
の
輸
出
拡
大
等
に

向
け
た
拠
点
漁
港
等
の
流
通

機
能
強
化

・
養
殖
生
産
拠
点
の
整
備

二
、
持
続
可
能
な
漁
業
生
産

体
制
の
確
保
対
策

・
環
境
変
化
に
対
応
し
た
漁

場
整
備
や
藻
場
・
干
潟
の
保

全
等
に
よ
る
漁
業
生
産
力
の

強
化

・
漁
港
施
設
の
耐
震
・
耐
津

波
・
耐
浪
化
、長
寿
命
化
対
策

三
、
漁
村
の
活
性
化
と
漁
港

利
用
促
進
対
策

・
漁
村
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と

漁
港
利
用
促
進
の
た
め
の
環

境
整
備

ま
た
、
拡
充
事
項
と
し
て

は
、
①
流
通
拠
点
漁
港
等
の

生
産
・
流
通
機
能
強
化
②
養

殖
業
成
長
産
業
化
へ
の
対
応

③
資
源
回
復
対
策
の
推
進
④

着
実
な
老
朽
化
対
策
の
推
進

な
ど
。

（
漁
港
海
岸
事
業
）

漁
港
海
岸
事
業
で
は
、
高

潮
、
津
波
、
波
浪
及
び
浸
食

に
よ
る
被
害
か
ら
海
岸
を
防

護
す
る
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
推
進
の
た
め
、
４２
億
５１
百

万
円
を
要
求
し
て
い
る
。

（
災
害
復
旧
事
業
）

漁
港
関
係
災
害
復
旧
等
事

業
で
は
、
台
風
、
地
震
等
に

よ
り
被
災
し
た
漁
港
や
海
岸

等
を
早
期
に
復
旧
す
る
た

め
、
１１
億
５４
百
万
円
を
要
求

し
て
い
る
。

（
漁
港
漁
場
関
係
非
公
共
事

業
）漁

港
漁
場
整
備
関
係
の
非

公
共
事
業
で
は
、
浜
の
活
力

再
生
・
成
長
促
進
交
付
金
と

し
て
５０
億
円
、
水
産
多
面
的

機
能
発
揮
対
策
事
業
に
３０
億

円
、
漁
港
機
能
増
進
事
業
に

１５
億
円
を
要
求
し
て
い
る
。

ま
た
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
は
１０
億
８９
百
万

円
、
特
定
有
人
国
境
離
島
漁

村
支
援
交
付
金
は
３
億
７４
百

万
円
を
要
求
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
厳
し
い
環
境
条

件
下
に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
の

面
的
保
全
・
回
復
技
術
開
発

実
証
事
業
に
つ
い
て
は
１
億

５０
百
万
円
を
要
求
し
て
い

る
。
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第
２
次
岸
田
改
造
内
閣
が

８
月
１０
日
に
発
足
し
、
新
農

林
水
産
大
臣
に
漁
港
漁
場
漁

村
整
備
促
進
議
員
連
盟
会
員

の
野
村
哲
郎
参
議
院
議
員

（
自
民
・
鹿
児
島
）
が
就
任

し
た漁

港
議
連
か

ら
は
、
副
会
長

で
あ
る
鈴
木
俊

一
衆
議
院
議
員

を
は
じ
め
７
名

の
議
員
が
入
閣

し
た
。
野
村
哲

郎
農
林
水
産
大
臣
は
、
昭
和

１８
年
１１
月
生
ま
れ
の
７８
歳
、

鹿
児
島
ラ
・
サ
ー
ル
高
等
学

校
を
卒
業
後
、
建
設
大
臣
等

を
務
め
た
中
馬
辰
猪
衆
議
院

議
員
の
秘
書
を
経
て
、
平
成

１６
年
に
参
議
院
議
員
に
初
当

選
し
、
当
選
４
回
。
第
２
次

福
田
内
閣
・
麻
生
内
閣
で
農

林
水
産
大
臣
政
務
官
を
歴
任

し
、
自
民
党
農
林
部
会
長
な

ど
を
務
め
た
。

ま
た
、
政
府
は
、
１２
日
の

臨
時
閣
議
で
農
林
水
産
副
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

人
事
を
決
定
し
た
。

農
林
水
産
副
大
臣
は

野
中
氏
、
勝
俣
氏

農
林
水
産
副
大
臣
に
は
、

野
中
厚
衆
議
院
議
員（
自
民
、

埼
玉
１２
区
）
と
勝
俣
孝
明
衆

議
院
議
員
（
自
民
、
静
岡
６

区
）
が
就
任
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
政
務

官
は
角
田
氏
、藤
木
氏

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
は

角
田
秀
穂
衆
議
院
議
員
（
公

明
、
比
例
）
と
藤
木
眞
也
参

議
院
議
員
（
自
民
・
比
例
）

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

本
年
８
月
の
大
雨
及
び
台
風

１１
号
等
に
よ
り
、
全
国
各
地
で

水
産
関
係
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
関
係

者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
水
産
庁
で
は
、
都

道
府
県
や
関
係
団
体
と
連
携

し
、
被
害
情
報
の
把
握
・
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
復

旧
に
向
け
て
の
現
場
支
援
や
支

援
策
の
と
り
ま
と
め
な
ど
の
対

応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
続

き
ま
す
の
で
、
気
を
引
き
締
め

て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
水
産
業
や
漁
業
地
域
に
と

っ
て
「
国
土
強
靱
化
」
は
重
要

な
課
題
で
す
。
各
地

で
進
め
ら
れ
て
い
る

加
速
化
対
策
の
取
組

が
着
実
に
進
捗
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
８
月
３１
日

に
令
和
５
年
度
の
概

算
要
求
を
財
務
省
に
提
出
い
た

し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
２
年

目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
３
月

の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
初
め

て
要
求
す
る
予
算
と
な
り
ま

す
。
５
年
度
概
算
要
求
に
は
、

長
期
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
推

進
す
る
た
め
の
内
容
、
特
に
新

た
な
事
業
や
取
組
を
始
動
す
る

た
め
の
措
置
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
ヒ
ン
ト
は
「
地

域
の
声
」
、
す
な
わ
ち
各
地
で

の
意
見
交
換
会
で
頂
い
た
ご
意

見
や
都
道
府
県
・
開
発
局
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
の
ご
提
案
を
も
と
に

し
て
お
り
、
水
産
現
場
の
要
請

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

概
算
要
求
額
は
８
６
０
億

円
、
対
前
年
比
１
１
８
・
４
％

の
要
求
で
す
。
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
、

食
料
安
全
保
障
強
化
の
対
策
は

事
項
要
求
と
し
て
、
予
算
編
成

過
程
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
方
か
ら
の
要

請
が
多
い
、
漁
港
機
能
増
進
事

業
は
１５
億
円
を
要
求
し
て
い
ま

す
。拡

充
要
求
事
項
は
４
点
で

す
。
①
流
通
拠
点
漁
港
等
を
中

心
と
し
た
圏
域
機
能
強
化
対
策

と
し
て
、
整
備
方
針
を
策
定
し

た
上
で
、
個
別
漁
港
の
事
業
計

画
等
の
策
定
調
査
や
事
業
の
採

択
要
件
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

漁
港
機
能
の
再
編
・
強
化
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
離
島
等
の

拠
点
漁
港
に
お
け
る
荷
捌
き
所

等
の
要
件
や
漁
港
用
地
に
お
け

る
屋
根
整
備
等
に
よ
り
水
産
物

の
衛
生
的
な
取
扱
い
を
進
め
ま

す
。
②
持
続
可
能
な
養
殖
生
産

対
策
と
し
て
、
静
穏
水
域
の
確

保
や
海
域
環
境
改
善
の
効
果
を

把
握
す
る
た
め
に
事
業
実
施
後

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
事
業
内
容

へ
の
追
加
を
要
求
し
ま
す
。
③

海
域
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

漁
場
対
策
と
し
て
、
水
産
環
境

整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
藻
場

干
潟
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
水

産
環
境
整
備
を
実
施
す
る
際
に

事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
海
域

環
境
等
の
調
査
を
実
施
で
き
る

よ
う
要
求
し
ま
す
。
④
漁
港
施

設
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
水

産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

の
事
業
主
体
に
「
漁
港
管
理
者

以
外
の
地
方
公
共
団
体
等
」
を

追
加
、
漁
港
環
境
整
備
施
設
の

う
ち
護
岸
等
を
事
業
対
象
に
追

加
す
る
よ
う
要
求
し
ま
す
。

漁
港
機
能
増
進
事
業
で
は
、

漁
港
施
設
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め

の
総
合
整
備
計
画
策
定
の
た
め

の
調
査
・
計
画
策
定
の
メ
ニ
ュ

ー
追
加
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
産
基
本
計
画
、
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
で
新
た
に

位
置
付
け
た
「
海
業
（
う
み
ぎ

ょ
う
）
」
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
①
海
業
の
展
開
に
必
要
な

調
査
、
②
海
業
に
か
か
る
活
動

支
援
、
③
漁
港
の
利
活
用
環
境

整
備
、
海
業
支
援
施
設
の
整
備

な
ど
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面

か
ら
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
事
業
の
要
求
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
予
算
要
求
と
は

別
に
普
及
促
進
の
取
組
と
し

て
、
①
海
業
に
か
か
る
関
連
制

度
や
支
援
策
を
ま
と
め
た
「
支

援
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
作
成
、

相
談
窓
口
の
設
置
、
②
モ
デ
ル

地
区
に
お
け
る
計
画
づ
く
り
、

民
間
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
に

よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
支
援
、
③

漁
港
に
お
け
る
海
業
を
振
興
す

る
た
め
、
長
期
安
定
的
な
事
業

運
営
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
の

検
討
、
④
地
域
経
済
循
環
分
析

を
は
じ
め
と
す
る
海
業
の
取
組

の
効
果
分
析
等
を
順
次
実
施
し

て
い
く
考
え
で
す
。

長
期
計
画
に
掲
げ
た
「
目
指

す
姿
」を
具
体
化
し
、
成
果
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
整
備
に
必
要
な
予
算
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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漁 港 漁 場 月 報

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

田
中

郁
也

田中部長

第
２
次
岸
田
内
閣
が
発
足

農
林
水
産
大
臣
に
野
村
哲
郎
氏

野村大臣
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟（
会
長
・
衛
藤
征
士

郎
衆
議
院
議
員
）
は
８
月
２３

日（
火
）１５
時
か
ら
自
民
党
本

部
で
臨
時
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
で
は
勝
俣
孝
明
農

林
水
産
副
大
臣
、
藤
木
眞
也

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
、
神

谷
崇
水
産
庁
長
官
、
田
中
郁

也
漁
港
漁
場
整
備
部
長
ら
水

産
庁
幹
部
及
び
関
係
団
体
ら

を
招
い
て
、
令
和
５
年
度
水

産
基
盤
整
備
事
業
関
係
予
算

概
算
要
求
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

青
木
一
彦
事
務
局
長
（
参

議
院
議
員
）
の
進
行
で
議
事

が
進
め
ら
れ
、
最
初
に
衛
藤

会
長
か
ら
「
日
頃
よ
り
、
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
促

進
に
あ
た
っ
て
は
多
大
な
ご

尽
力
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、

本
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

議
連
の
先
生
方
に
お
力
添
え

い
た
だ
い
た
こ
と
に
お
礼
申

し
上
げ
る
。
台
風
・
豪
雨
等

の
強
大
化
に
よ
る
被
害
や
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
等
に
よ

る
漁
獲
の
低
迷
、
或
い
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ

る
消
費
の
変
化
な
ど
、
我
が

国
の
水
産
業
や
漁
村
に
は

様
々
な
課
題
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に

あ
る
様
々
な
施
策
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
場
で
迅
速
に
展
開

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

地
域
の
皆
様
も
、
様
々
な
課

題
を
克
服
す
る
た
め
、
事
業

の
実
現
に
強
い
期
待
を
寄
せ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
期

待
に
応
え
る
た
め
、
議
員
連

盟
が
提
言
し
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
長
期
計
画
に
掲
げ
ら
れ

た
課
題
の
実
現
に
向
け
、
必

要
な
予
算
の
確
保
に
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
全
国
各
地
の
水

産
業
を
発
展
さ
せ
、
漁
村
を

守
り
、
支
え
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
の
各
会
員
の

積
極
的
活
動
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
の
前
に
勝
俣
副
大
臣

か
ら
「
農
林
水
産
省
で
は
、

令
和
４
年
３
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
新
た
な
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
に
基
づ
き
、「
水

産
業
の
成
長
産
業
化
」
や「
持

続
可
能
な
漁
業
生
産
の
確

保
」、「
漁
村
の
魅
力
と
所
得

の
向
上
」
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
日
は
、
そ

の
中
で
も
成
長
産
業
化
の
核

と
な
る
漁
港
・
漁
場
の
整
備

に
つ
い
て
、
水
産
基
盤
整
備

事
業
の
令
和
５
年
度
予
算
概

算
要
求
に
つ
い
て
ご
説
明
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
回
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
に
お
い
て
、
海
や
漁
村
の

地
域
資
源
の
価
値
や
魅
力
を

活
用
す
る
事
業
を
「
海
業（
う

み
ぎ
ょ
う
）
」
と
い
う
言
葉

で
表
し
、
こ
の
海
業
の
推
進

に
よ
っ
て
、
漁
港
・
漁
村
を

中
心
と
し
た

地
域
の
に
ぎ

わ
い
や
所
得

と
雇
用
を
生

み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て

い
る
。
議
員

連
盟
の
先
生

方
に
お
か
れ

て
は
、
力
強

い
御
指
導
、

御
支
援
を
賜

り
た
い
」
と

予
算
要
求
に

向
け
て
の
支

援
要
請
が
あ

っ
た
。
藤
木

大
臣
政
務
官

か
ら
も
「
漁

港
漁
場
漁
村

整
備
促
進
議

員
連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ

て
は
、
日
頃
よ
り
水
産
基
盤

整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

水
産
施
策
に
ご
支
援
賜
り
感

謝
す
る
。
大
臣
、
副
大
臣
を

お
支
え
し
、
新
た
な
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
の
着
実
な

推
進
に
向
け
た
各
種
施
策
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
な
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

っ
た
。

議
事
に
入
り
、
水
産
庁
の

田
中
部
長
が
、
令
和
５
年
度

水
産
基
盤
整
備
事
業
概
算
要

求
に
つ
い
て
、
新
た
な
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
重
点

課
題
ご
と
の
主
要
な
要
求
内

容
と
制
度
拡
充
要
求
内
容
を

詳
細
に
説
明
し
た
。

出
席
し
た
議
員
か
ら
「
先

を
読
ん
だ
適
時
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
必
要
」、「
海
面
養
殖

に
お
け
る
人
材
育
成
が
重

要
」、「
海
業
は
水
産
関
連
の

み
な
ら
ず
他
事
業
と
の
連
携

も
大
切
」
等
の
意
見
・
要
望

が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
提

出
議
案
を
議
連
と
し
て
了
承

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

続
い
て
橋
本
牧
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
か
ら

「
長
期
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
浜
々
の
様
々
な
声
を

し
っ
か
り
聴
い
て
取
り
ま
と

め
て
い
た
だ
い
た
。
令
和
５

年
度
予
算
は
計
画
の
実
現
に

向
け
て
非
常
に
重
要
な
予

算
。
我
々
も
関
係
団
体
、
各

地
方
会
員
の
皆
さ
ん
と
長
期

計
画
実
現
の
た
め
に
も
予
算

確
保
に
向
け
て
緊
張
感
を
も

っ
て
全
力
で
頑
張
っ
て
い

く
。
議
連
の
先
生
方
の
更
な

る
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

最
後
に
衛
藤
会
長
か
ら
「
令

和
５
年
度
予
算
は
長
期
計
画

の
実
現
に
重
要
な
予
算
。
満

額
確
保
を
目
指
し
、
団
体
の

皆
さ
ん
と
も
連
携
し
て
そ
の

確
保
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。本

人
出
席
の
国
会
議
員
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】
赤
澤
亮

正
、
伊
東
良
孝
、
衛
藤
征
士

郎
、
小
里
泰
弘
、
加
藤
竜
祥
、

勝
俣
孝
明
、
金
子
恭
之
、
金

田
勝
年
、
神
田
潤
一
、
鈴
木

英
敬
、
高
見
康
裕
、
田
村
憲

久
、
中
川
郁
子
、
長
谷
川
淳

二
、
平
口
洋
、
細
田
健
一
、

山
口
壯
、
吉
野
正
芳
、
山
本

有
二【

参
議
院
議
員
】
青
木
一

彦
、
石
井
正
弘
、
江
島
潔
、

上
月
良
祐
、
進
藤
金
日
子
、

末
松
信
介
、
高
橋
は
る
み
、

長
峯
誠
、
藤
木
眞
也
、
舞
立

昇
治
、
三
木
亨
、
宮
崎
雅
夫
、

山
本
佐
知
子
、
若
林
洋
平

代
理
出
席
は
２７
名
。

政
府
側
出
席
者
も
記
載
。

（
一
社
）
岩
手
県
漁
港
漁

村
協
会
（
会
長
・
大
井
誠
治

岩
手
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
会
長
）
は
、
８
月
２０
日
～

２２
日
の
三
日
間
、
「
漁
港
検

診
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
漁
港
検
診
は
、
鈴
木

俊
一
理
事
（
現
財
務
大
臣
）

や
大
井
会
長
が
県
下
の
漁

港
、
漁
場
及
び
漁
村
整
備
を

行
っ
て
い
る
現
地
を
訪
問

し
、
市
町
村
長
、
漁
協
組
合

長
及
び
地
区
関
係
者
な
ど
多

く
の
関
係
者
の
参
加
の
下

で
、
県
、
市
町
村
の
担
当
者

か
ら
の
事
業
内
容
、
課
題
等

の
説
明
の
後
、
意
見
交
換
、

要
請
の
聴
取
等
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

今
年
度
の
検
診
は
、
平
成

２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
災
害

復
旧
等
状
況
調
査
及
び
平
成

２８
年
１
月
の
爆
弾
低
気
圧
や

台
風
第
１０
号
の
高
波
に
よ
る

災
害
復
旧
調
査
の
ほ
か
、
現

在
の
整
備
状
況
調
査
と
し
て

１２
市
町
村
２２
地
区
の
２６
漁
港

に
お
い
て
実
施
し
た
。

現
地
で
は
、
大
津
波
に
よ

る
被
災
や
爆
弾
低
気
圧
か
ら

の
災
害
復
旧
事
業
の
状
況
及

び
今
後
の
漁
港
整
備
な
ど
の

見
通
し
等
に
つ
い
て
県
・
市

町
村
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。
今
年
も

コ
ロ
ナ
禍
そ
し
て
猛
暑
が
続

く
中
、
地
元
漁
業
者
を
始
め
、

地
元
の
首
長
全
員
、
市
町
村

議
会
議
長
全
員
、
県
議
会
と

市
議
会
の
議
員
の
ほ
か
、
７

月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
初

当
選
し
た
広
瀬
め
ぐ
み
議
員

な
ど
、
多
く
の
関
係
者
が
参

加
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お
い

て
鈴
木
理
事
か
ら
、
復
旧
状

況
に
つ
い
て
の
感
想
と
と
も

に
「
こ
れ
ま
で
岩
手
県
水
産

業
の
再
生
の
た
め
被
災
し
た

全
て
の
漁
港
を
復
旧
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
や
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の
漁

港
施
設
の
復
旧
が
完
了
し
、

生
命
・
財
産
を
守
る
防
潮
堤

や
水
門
等
の
海
岸
保
全
施
設

も
概
ね
完
了
す
る
見
通
し
と

な
っ
た
。

し
か
し
、
漁
港
施
設
の
復

旧
が
完
了
し
て
も
漁
港
整
備

は
終
わ
り
で
は
な
い
。
国
は
、

「
新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
」
を
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
５
か

年
計
画
と
し
て
策
定
し
て
本

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
計

画
に
は
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て

お
り
、
一
つ
目
は
「
水
産
業

の
成
長
産
業
化
や
養
殖
生
産

拠
点
の
形
成
」
で
あ
り
、
例

え
ば
、
漁
港
の
沖
に
消
波
堤

等
を
設
置
し
て
養
殖
漁
場
を

新
た
に
確
保
す
る
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

二
つ
目
は
「
持
続
可
能
な

漁
業
生
産
の
確
保
や
環
境
変

化
に
適
応
し
た
漁
場
生
産
力

の
強
化
」で
あ
り
、
例
え
ば
、

磯
焼
け
が
継
続
し
て
い
る
の

で
、
藻
場
造
成
し
ウ
ニ
・
ア

ワ
ビ
の
漁
場
を
確
保
す
る
こ

と
や
、
災
害
に
強
い
構
造
物

を
築
造
し
て
安
全
安
心
な
漁

港
づ
く
り
を
行
う
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
目
は
「
漁
村
の
魅
力

と
所
得
の
向
上
や
海
業
に
よ

る
漁
村
の
活
性
化
」で
あ
り
、

例
え
ば
、
地
元
の
新
鮮
で
美

味
し
い
魚
介
類
を
提
供
す
る

直
販
施
設
を
漁
港
用
地
に
立

地
す
る
な
ど
し
て
、
都
市
と

の
交
流
を
図
る
な
ど
地
域
の

賑
わ
い
や
雇
用
を
増
や
す
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
そ
の

時
代
に
あ
っ
た
必
要
な
漁
港

施
設
な
ど
の
水
産
基
盤
施
設

は
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
回
の
漁
港
検

診
で
、
漁
港
漁
場
の
復
旧
状

況
や
漁
業
情
勢
等
に
つ
い

て
、
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き

有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
う
。

今
回
要
望
等
が
あ
っ
た
事
案

は
、
当
漁
港
漁
村
協
会
と
し

て
も
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
の
で
、
今
後
と
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
行
し
た
橋
本
牧

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
は
、
「
漁
港
検
診
に

毎
年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
づ
く
り
の
た
め
、
県
や
市

町
村
や
漁
協
な
ど
の
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
漁
業
や
施

設
整
備
等
の
要
望
を
直
接
伺

う
と
い
う
漁
港
検
診
は
、
全

国
で
も
例
を
見
な
い
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
と
思
っ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
速
や
か
に
成
し
遂
げ

た
今
、
復
興
の
先
を
見
据
え

て
漁
業
を
強
く
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
、
全
国
漁
港
漁

場
協
会
と
し
て
も
、
さ
ら
な

る
漁
港
漁
場
整
備
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
く
。
引
き
続
き
、

予
算
の
確
保
な
ど
水
産
庁
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
出
席
し
た

市
町
村
長
、
漁
協
関
係
者
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
御
礼
と

と
も
に
、「
漁
港
な
ど
の
復
旧

は
完
了
し
た
が
、
地
球
温
暖

化
に
伴
う
海
水
温
の
上
昇
に

よ
る
も
の
か
、
磯
焼
け
の
状

態
が
継
続
し
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ

漁
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
よ
り

高
波
の
威
力
が
増
し
、
防
波

堤
の
嵩
上
げ
な
ど
の
整
備
が

必
要
な
漁
港
も
あ
る
。
イ
カ
、

サ
ン
マ
、
サ
ケ
の
不
漁
な
ど

の
資
源
の
減
少
や
担
い
手
対

策
な
ど
、
震
災
前
か
ら
抱
え

る
種
々
の
課
題
解
決
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

漁港漁場整備
促進議員連盟が臨時総会

「
漁
港
検
診
」を
実
施

��������	

～
岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会
～

漁港検診に参加する関係者

漁 港 漁 場 月 報

漁漁
港港
漁漁
場場
漁漁
村村
整整
備備

促促
進進

議議
員員
連連
盟盟
がが
臨臨
時時
総総
会会

挨拶する衛藤会長

令
和
５
年
度
予
算
概
算
要
求
等
を
協
議


�� ����



（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
（
橋
本
牧
会
長
）
は
第

７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
を

１０
月
１９
日
１４
時
か
ら
、
北
海

道
函
館
市
の
函
館
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
す
る
。

７１
回
目
の
開
催
と
な
る
函

館
大
会
は
２
０
１
９
年
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
２
回

に
わ
た
っ
て
延
期
と
な
っ
て

お
り
、
３
年
越
し
の
開
催
と

な
る
。

来
賓
に
は
農
林
水
産
省
幹

部
、
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促

進
議
員
連
盟
会
長
他
を
招

く
。後

援
は
北
海
道
開
発
局
、

北
海
道
、
函
館
市
、
北
海
道

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
北

海
道
漁
港
漁
場
協
会
。
協
賛

は
全
国
漁
港
海
岸
防
災
協

会
。１２

時
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
す
る
。
１３
時
４５
分
か
ら
、

函
館
巴
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
１７
時
～

１８
時
３０
分
、
は
こ
だ
て
湯
の

川
温
泉
花
び
し
ホ
テ
ル
で
開

催
す
る
。

佐
賀
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
峰
達
郎
（
唐
津
市

長
）
）
は
、
８
月
３０
日
午
後

２
時
か
ら
佐
嘉
神
社
記
念
館

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
峰
会
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、

来
賓
の
山
田
雄
一
佐
賀
県
農

林
水
産
部
長
と
橋
本
牧
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
峰
会
長
を
議
長

と
し
て
議
事
に
入
り
、
令
和

３
年
度
事
業
報
告
、
令
和
３

年
度
収
支
決
算
（
案
）
及
び

余
剰
金
処
分
（
案
）
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
、

令
和
４
年
度
収
支
予
算
（
案
）

及
び
会
費
（
案
）
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
承
認
し
た
後
、

役
員
の
補
充
選
任
に
入
り
、

新
役
員
と
し
て
坂
井
英
隆
佐

賀
市
長
、
松
尾
勝
利
鹿
島
市

長
、
内
川
修
治
神
埼
市
長
、

川
口
半
一
郎
佐
賀
玄
海
漁
協

副
組
合
長
（
高
串
支
所
運
営

委
員
長
）
、
川
添
光
尚
小
川

島
漁
協
組
合
長
を
原
案
ど
お

り
理
事
に
選
任
し
た
。
そ
の

後
、
１
名
の
欠
員
が
あ
っ
た

副
会
長
に
は
、
理
事
の
互
選

に
よ
り
、
坂
井
理
事
（
佐
賀

市
長
）
を
選
任
し
総
会
を
終

了
し
た
。

一
般
社
団
法
人
大
分
県
漁

港
漁
場
協
会
（
会
長
・
藤
本

昭
夫
（
姫
島
村
長
）
）
は
、

９
月
２
日
午
前
１１
時
か
ら
大

分
県
水
産
会
館
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。

今
次
総
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

と
し
て
、
会
員
に
は
委
任
状

の
提
出
を
出
来
る
だ
け
求
め

少
人
数
で
開
催
す
る
と
と
も

に
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
て
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
藤
本
会
長

か
ら
「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、

急
激
な
円
安
等
に
よ
り
、
高

級
魚
介
類
の
販
売
不
振
、
燃

油
の
高
騰
な
ど
本
県
水
産
業

は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国

に
は
５
年
を
一
期
と
し
た
新

た
な
長
期
計
画
を
策
定
し
て

い
た
だ
い
た
。
こ
の
長
期
計

画
で
は
、
海
業
の
振
興
な
ど

新
し
い
施
策
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
漁
村
の
課
題
解
決

の
た
め
関
係
団
体
と
連
携
を

密
に
し
て
必
要
な
予
算
の
確

保
等
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

１０
月
に
は
全
国
大
会
が
函
館

市
で
開
催
さ
れ
る
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い

て
、
来
賓
の
�
野
英
利
大
分

県
農
林
水
産
部
審
議
監
が
佐

藤
章
大
分
県
農
林
水
産
部
長

の
祝
辞
を
代
読
、
橋
本
牧（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
か
ら
の
祝
辞
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
。

そ
の
後
、
豊
島
功
別
府
地

区
漁
港
漁
場
整
備
協
力
会
会

長
を
議
長
と
し
て
議
事
に
入

り
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
の
承
認
と
令

和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
（
案
）
並
び
に
会
費

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
原

案
ど
お
り
承
認
し
た
後
、
補

充
役
員
の
選
任
に
入
り
、
景

平
真
明
前
理
事
（
（
前
）
大

分
県
農
林
水
産
部
審
議
監
）

の
後
任
と
し
て
�
野
英
利
大

分
県
農
林
水
産
部
審
議
監
を

原
案
ど
お
り
選
任
し
総
会
を

終
了
し
た
。

水
産
庁
は

「
漁
港
漁
場

整
備
事
業
の

推
進
に
関
す

る
技
術
開
発

の
方
向
」
を

改
訂
し
、
８

月
２４
日
公
表

し
た
。
漁
港

漁
場
整
備
の

推
進
に
向
け

て
優
先
し
て

取
り
組
む
べ

き
技
術
課
題

と
技
術
開
発

テ
ー
マ
を
取
り
ま
と
め
る
こ

と
で
、
国
と
地
方
公
共
団
体
、

研
究
機
関
、
民
間
企
業
等
が

連
携
し
、
計
画
的
な
技
術
開

発
と
普
及
に
つ
な
げ
る
。

多
様
で
重
要
な
機
能
を
有

す
る
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々

な
技
術
を
拠
り
所
と
し
て
施

策
が
推
進
さ
れ
る
た
め
、
技

術
開
発
の
担
う
役
割
は
き
わ

め
て
重
要
と
な
る
。

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
を
め

ぐ
る
厳
し
い
状
況
が
続
く
中

で
、
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型

養
殖
業
」
へ
の
転
換
等
に
向

け
た
取
組
、
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
額
目
標
５
兆
円

の
達
成
に
向
け
た
輸
出
促

進
、
ス
マ
ー
ト
水
産
技
術
な

ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
社

会
全
体
と
し
て
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
や
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

等
に
よ
り
、
人
々
の
考
え
方

や
行
動
に
変
化
が
生
じ
て
い

る
。こ

れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
、
今
年
３
月
に
「
漁
港
漁

場
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」
が
変
更
さ
れ

る
と
と
も
に
、
新
た
な
「
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
」
が

策
定
さ
れ
た
。
長
期
計
画
の

確
実
な
推
進
に
は
、
現
在
抱

え
る
技
術
的
課
題
を
迅
速
か

つ
的
確
に
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

今
回
の
改
定
で
は
、
長
期

計
画
の
重
点
課
題
を
踏
ま
え

つ
つ
、
２１
の
技
術
課
題
と
５７

の
技
術
開
発
テ
ー
マ
を
明

示
。
▽
海
洋
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
漁
場
生
産
力
の
強

化
▽
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応

力
強
化
▽
「
海
業
」
に
よ
る

漁
村
の
活
性
化
▽
グ
リ
ー
ン

化
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
形
成
―
―
な
ど
の
技
術
開

発
に
つ
い
て
新
た
に
整
理
し

た
。例

え
ば
「
海
洋
環
境
の
変

化
に
適
応
し
た
漁
場
生
産
力

の
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
海

水
温
の
上
昇
な
ど
に
対
応
し

た
広
域
的
な
藻
場
・
干
潟
・

サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
の

考
え
方
と
手
法
の
検
討
を
具

体
的
な
課
題
例
と
し
て
ま
と

め
た
。

「
海
業
」
に
よ
る
漁
村
の

活
性
化
に
関
し
て
は
、
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
利
用
や
海

釣
り
な
ど
の
海
洋
性
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
漁
港
施
設
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
必
要

な
ル
ー
ル
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の

検
討
な
ど
を
課
題
例
に
挙
げ

た
。（

一
社
）全
日
本
漁
港
建
設

協
会
（
岡
貞
行
会
長
）
は「
第

２３
回
セ
ミ
ナ
ー
」を
１０
月
１３
日

の
午
後
１
時
３０
分
～
５
時
、

東
京
都
中
央
区
の
ビ
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
東
京
八
重
洲
南
口

で
開
催
す
る
。
同
時
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
配
信
す
る
。

テ
ー
マ
は
「
漁
港
建
設
業

の
や
り
が
い
発
見
！
」
。
昨

年
５
月
に
策
定
し
た
新
ビ
ジ

ョ
ン
で
掲
げ
た
「
魅
力
あ
る

漁
港
建
設
業
の
構
築
」
に
資

す
る
た
め
、
建
設
業
に
対
す

る
若
者
な
ど
の
最
新
の
意

識
、
海
外
に
お
け
る
漁
港
建

設
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
洋
上

風
力
等
漁
業
と
協
調
し
た
施

設
づ
く
り
な
ど
、
漁
港
漁
場

整
備
の
魅
力
を
探
る
テ
ー
マ

に
焦
点
を

当
て
た
。

講
演
内
容

は
次
の
と
お
り
。

話
題
提
供‥

「
漁
港
建
設

業
の
や
り
が
い
発
見
」
全
日

本
漁
港
建
設
協
会

会
長

岡
貞
行
氏

講
演
１‥

「
漁
港
建
設
業

に
対
す
る
若
手
技
術
者
等
の

意
識
調
査
」
中
央
大
学
研
究

開
発
機
構

教
授

片
石
温

美
氏講

演
２‥

「
ジ
ャ
カ
ル
タ

漁
港
物
語
」
株
式
会
社
オ
リ

エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

グ
ロ
―
バ
ル

参
事

折
下

定
夫
氏

講
演
３‥

「
日
本
の
海
・

漁
業
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
洋

上
風
力
づ
く
り
～
五
島
や
日

本
で
の
海
洋
（
再
）
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
～
」
株
式

会
社
渋
谷
潜
水
工
業

代
表

取
締
役
・
一
般
社
団
法
人
海

洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
漁
業

共
生
セ
ン

タ
ー

理
事

渋
谷
正
信
氏

参
加
費
は
無
料
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
全
日
本

漁
港
建
設
協
会
（
〒
１
０
４

－

０
０
３
２
東
京
都
中
央
区

八
丁
堀
３－

２５－

１０

Ｊ
Ｒ

八
丁
堀
ビ
ル
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０３－

６
６
６
１－

１
１
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３－

６
６
６
１－

１
１
６
６

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ‥

in

fo
@

zen
g
y
o
k
en

.jp

）
担

当‥

國
武
・
田
原
ま
で
。
１０

月
７
日
締
め
切
り
。

な
お
、
同
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｃ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
継
続
学
習
の
対
象
講

座
と
な
っ
て
い
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
の
受
講
は
対

象
外
と
な
る
。

漁港漁場整備の推進へ
技術開発の方向示す
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第第第第第第第第第第第第第第第
７７７７７７７７７７７７７７７１１１１１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回回回回回
全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
港港港港港港港港港港港港港港港
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
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協
会
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佐賀県協会の総会の様子
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